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【工事・業務概要】
本工事は加賀市美岬町地先において、高波から背後地を守るため、既設構造

物前面に根固ブロック(12t型)を設置するものである。また、本工事の海域は
国定公園内に位置し、漁協関係者の漁場に近接する工事である。

施工延長 L=76.44m
基礎工 捨石 V=1,477m3、捨石均し A=1,080m2、帆布 A=1,820m2
本体工 海岸コンクリートブロック据付 N=235個

●有効性
従来、海面付近の浅瀬での基準高の出来形測定・検査は、作業員による船上作業で行われていたが、船舶が入り込めず作業性が課題

であった。そこで空中から水中計測可能なドローンLiderシステムを活用したことで、すべて机上確認となり作業性が大幅に向上した。
また、出来形管理基準は測定頻度＠40ｍであったのに対し、レーザースキャナーによる取得点密度を設定し、面管理としたことで出
来形精度が向上した。さらに、出来形管理・検査に伴う人員を14人削減できたため、省力化の面でも有効であった。
●先進性
本工事の海域は起伏が多い岩盤であり、従来のシングルビームによる深浅測量では詳細な地形を把握できないため、ナローマルチ

ビーム測深システムを活用し、３次元設計データを取得したことで、施工箇所全域の詳細地形の把握、および、正確な数量算出を行え
た。出来形管理では海面直下の浅瀬も測定可能なドローンLiderシステムを活用し、海底から海面直下までの３Dデータを一元的に管
理し、高精度の出来形管理を行えた。
●波及性
海底におけるナローマルチビーム測量、浅瀬でのドローンLiderシステムというように、測定箇所に応じた測定システムを組み合わ

せることで、３Dデータ・モデルを活用、海上工事を「見える化」することができており、多くの海岸工事への展開が期待できる。

令和7年度 ICT活用工事報告会

【完成写真】

ICT活用工事(ICT海岸・ほくりく)の概要

【ブロック据付状況】
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ナローマルチビーム測定状況

①３次元起工測量
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②３次元設計データ作成

数量計算書

土量計算

出来形管理(捨石均し)

ヒートマップ

任意断面での測定

出来形管理(ブロック据付)

ヒートマップ

任意断面での測定

④３次元出来形管理等の施工管理

出来形測定状況

管理用PC

レーザースキャナ
搭載ドローン

従来の出来形測定状況

ICT工事では不要！
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